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「災害拠点建物の安全度即時評価および継続使用性即時判定について」 
楠 浩一（サブプロ（c）課題 2 分担責任者／東京大学地震研究所 教授） 

 

1.研究の目的 

 今日は、私たちサブプロ（c）課題 2 のグループが来年度に行う実験の背景と
なった世の中の出来事や研究成果を、この後、4 名の先生方にお話しいただきま
す。私たちのグループでは、市役所や避難所などの建物がそこはかとなく壊れた
ときに、果たして災害拠点として使っていいのか、あるいは、ここはもう駄目な
のかということを、いち早く判断するための研究開発を行っています。 

 今までは構造体ばかりを調査して判断してきましたが、東日本大震災や熊本地
震では、非構造部材の被害により、結果的に取り壊されたり、継続使用できなく
なった例がたくさんありました（図表 1）。そのようなことからも、これからは構
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造部材だけではなく、非構造部材の被害もいち早く察知して判断する必要があり
ます（図表 2）。 

 

2.実験の概要 

 われわれの試験体は、躯体だけではありません。天井やサッシなど、いわゆる
非構造といわれる仕上げの部材も全て再現して、実物として振動台実験を行い、
継続使用性を確認しようとしています（図表 3）。その被害を把握するために、さ
まざまなチャレンジングな技術も採用しようと考えています。 
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 図表 4は研究者のリストです。構造だけが対象ではなくなったので、非構造の
先生を含めて全国の研究者に集まっていただいています。また、今は情報工学の
分野も重要になってきているので、これまでの構造分野とは少し毛色が違う企業
の方々にもご協力を頂いています。 

 試験体の形状・寸法はほとんど決まりました（図表 5）。3 階建てのフルスケー
ル、2×1 スパンで、一般的な建物よりも強く設計された建物です。 

 構造体の地震時の挙動の研究というのは長い歴史がありますが、非構造部材の
地震時の挙動の研究、特に実験的研究はこれまでほとんどありませんでした。そ
こでわれわれは非構造の先生方にご協力を頂き、実際の地震を再現した力を加え
て、例えば外壁のタイルがどのように壊れていくのか、そしてそれを光ファイバ
ー等でどのように把握できるかということを基礎的な研究として実施しています
 

4  

5  



 

4 

（図表 6）。天井に関しては、防犯技術を応用し、カメラ画像から天井裏の損傷状
況を把握できないかということを検討しています（図表 7）。 

 構造の被害をセンサーを使って把握するというのは、10 年以上の研究の歴史が
あるので、ある程度可能になってきていますが、非構造の被害の把握に関しては
まだチャレンジングな部分があります。この振動台実験による研究では、非構造
と構造の両方の被害をセンサーにより判定し、それを統合し、トータルで建物全
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体の被害を把握して、その建物が継続使用できるかどうかという判定結果を、わ
れわれの携帯に送ってくるシステムの構築までを目標としています（図表 8）。 

 三つのレベルを入力し、地震ごとにいったん油圧を下げて試験体を確認し、継
続使用性を判断するという加振計画を立てて、来年、実験を行う予定です（図表
9）。 
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